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20062006年年33月期　事業説明会月期　事業説明会

2006年5月31日（水）

㈱三菱ケミカルホールディングス
代表取締役社長　冨澤　龍一
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本日のアジェンダ本日のアジェンダ

■ 2006年3月期　業績について

■革進－Phase 2 について

■成長戦略の推進コンセプト

■初年度の進捗
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三菱ケミカルホールディングスの連結業績推移
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2006年3月期の主要な施策

１．三菱ケミカルホールディングスの設立

　経営戦略加速に向けたグループ経営体制の整備

２．事業の選択と集中、および主要投資案件の決定

３．R&D基盤強化と新規事業創出に向けた重点投資

　研究所の集約・大型化（２１→７）と人材育成の強化

　重点戦略分野プロジェクトの更なる強化
　　　（固体照明・自動車用ポリマー・ディスプレイ・非枯渇資源・創薬支援）

　長期展望の検討着手
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本日のアジェンダ本日のアジェンダ

■ 2006年3月期　業績について

■革進－Phase 2 について

■成長戦略の推進コンセプト

■初年度の進捗
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革進－Phase 2 成長戦略の推進コンセプト

革進し、成長し続ける企業グループ

　ポートフォリオ改革の断行

　成長の源泉となる「技術」・「事業」競争力の強化
・マザーラボ、マザープラントの深化・強化

・新商品化率の向上

　　　

　　これを基盤としたグローバル市場でのプレゼンス拡大
・お客様にトップランナーになっていただくための支援

・事業の独自グローバル展開
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グローバル展開の基本戦略

国内国内 海外海外

国内で開発した 先端の独自
技術とマーケッティング力で、
成長する海外需要に応える
（例：DVD、PTA、医薬等）

お客様のグローバル展開の
支援。国内で作りこんだ高機
能素材・部材の供給
（例：自動車・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ産業）

お客様の事業展開の支援
（例：自動車・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ産業）

マザープラント マザーラボ

先端の独自技術で国内で
お客様のニーズに応える高
機能商品を開発。

三菱ケミカルホールディングスグループ

　　マザーラボ　：　マーケットの多様なニーズを先取りして、競争優位な技術群で、革新的な製品開発を行なうラボ
マザープラント　：　製品に関する要望・生産上の課題を受け入れ、常に競争優位な製造技術を産み出し、実証する試作/本格プラント
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マザーラボの強化・深化

マーケットの多様なニーズを先取りし、競争優位な技術群で、革新的な製品開発を行なう

横浜
　

Mother　Laboratories

四日市

技術の
ブラックボックス化

戦略的特許化

筑波
　

独創性ある
複合化技術
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カスタマー・ラボ（四日市未来創造館）の新設

四日市
三菱化学、三菱化学科学技術研究センター

日本ポリプロ、テクノポリマー

ヴイテック、ジャパンエポキシレジン　等

横浜

筑波

お客様の近くで一緒に考え、共同で開発することにより
イノベーションをおこす

：自動車産業

：ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ産業

電池・固体照明

　　　　　基盤
（分析・シミュレーション）

ポリマー
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マザープラントの強化・深化

高度に設計されたポリマーの高度な製造技術確立
（ポリマー設計・コンパウンディング力）

鹿島・五井・水島ポリプロピレン

高度な擦りあわせ技術の結集四日市リチウム電池材料

カラー化・高画質化等 新技術の確立

ユーザーと一体化した高度な要求性能への対応

小田原OPC

独自のDPC・溶融法PCR製造プロセス　黒崎ポリカーボネート

常に世界初の新規メディア量産化技術確立

スタンパー製造

シンガポール＊

水島
*マザーラボ（筑波）の機能の一部

光記録メディア

技術マザープラント事業の例

次世代・次々世代製品製造への迅速な対応

お客様と擦りあわせた高度な技術の展開
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お客様

マザーラボ

マザープラント

グローバル展開Liイオン電池材料

アルミナ繊維
PPコンパウンド等

カラーレジスト・蛍光体
ポリエステルフィルム
炭素繊維
OPC・トナー

Collaborative
Innovation

お客様のグローバル展開を支援する

お客様に
世界のトップランナーに
なっていただく！

（自動車、ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ）
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グローバル展開

Mytex

PP コンパウンドのグローバル展開

マザーラボ
四日市

マザープラント群

ニートPP
コンパウンディング

国内展開

高度なポリマー設計技術
コンパウンディング技術

お客様と擦りあわされた
高度な製造技術

カスタマー・ラボ
四日市



13

VAP

Verbatim
USVerbatim

EUMEA
MKM

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ

水島

横浜、筑波

　独自技術によるグローバル展開（１）

：マザーラボ

：マザープラント

DVD：　誰よりも速い独自技術の開発・マーケティング力・ブランド力

MKM/Verbatim
2002年　　13%
2003年　　16%
2004年　　15%
2005年　　17%
4年連続世界シェア1位

：販社
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インドネシア

インド 47

64

170
松山25

韓国

60中国

1987年
1990年

1994年

2000年

2006年

~50万T
~100万T
~200万T
~300万T
~500万T
500万T<

PTA需要

1963年
黒崎

802008年

テレフタル酸：　成長するアジア市場において事業拡充

圧倒的世界一技術・顧客開拓力・海外事業展開力

　独自技術によるグローバル展開（２）

：プラントの生産能力（万ton/年）
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本日のアジェンダ本日のアジェンダ

■ 2006年3月期　業績について

■革進－Phase 2 について

■成長戦略の推進コンセプト

■初年度の進捗
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再編

基盤
　　　　　　　

集中育成

ハイブリッド自動車用
電池材料

ナノテクノロジー

石化
重点分野

医薬 情報電子

集中・育成事業を支えていく事業群

薄型ディスプレー部材
・固体照明部材

自動車用ポリマー

非枯渇資源材料

創薬支援技術

革進ーPhase 2　事業ポートフォリオ

事業の選択と重点的資源投入
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事業ポートフォリオ改革の進捗
（2005年度・着手/意思決定）

カラーレジスト、HD DVD、BD
三菱樹脂、MFJポリエステルフィルム、
重合トナー、アルミナ繊維（MAF）
HDPEガソリンタンク用接着剤、

撤退

買収

能力

増強・

効率化

譲渡

主な案件

ソフトアルキルベンゼン、
ユカセラヤ（SM）、メラミン

ダイヤニトリックス　マイノリティ化

ポリプロピレン（鹿島）
ポリカーボネート（黒崎）
エチレン（水島）

ジャパンエポキシレジン100%化

高純度テレフタル酸（インド）
ポリカーボネート、BPA（中国）：FS段階

石化 機能商品

四日市
カスタマーラボ

HD DVD(シンガポール）、
OPC（米国・シンガポール）、

エアバッグ用機能性樹脂（米）　（２００６．４月）

PPコンパウンドMytex社

BD（水島）、重合トナー

液晶向けディスプレイ部材
自動車用アルミナ繊維

国内

海外
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設備投資・投融資の進捗
（億円）

　　

石化

ヘルスケア

サービス・コーポレート

機能

商品

3ヵ年計画 主な案件

450

400

1,250

1,500

進捗 (%)

合計 3,600

73%

34%

20%

30%

高純度テレフタル酸増設（インド2期）

ポリカーボネート増設（黒崎）

ポリプロピレン増設（鹿島）、　PPコンパウンド買収（Mytex）
エチレン分解炉増強（水島）

情報電子

青色レーザー対応光ディスク、
OPC増設（米国・シンガポール）、重合トナー

液晶向け材料・部材増設
（ポリエステルフィルム、カラーレジスト、蛍光体） 、JER100%化
自動車　　アルミナ繊維MAF新設

医薬・診断検査等の設備更新

四日市カスタマーラボ＊

50%

機能化学

機能材料

（2005年度・着手/意思決定）

*集中事業をサポートする



石化セグメント事業説明会

2006年5月31日（水）

三菱化学株式会社

常務執行役員　新國　時生
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内容

革進-Phase2 石化セグメント基本方針

石化セグメントの全体戦略

各事業の戦略とトピックス
ポリマー事業

モノマー事業

オレフィン・アロマ　　　

まとめ

～質疑応答～
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内容

革進-Phase2 石化セグメント基本方針

石化セグメントの全体戦略

各事業の戦略とトピックス
ポリマー事業

モノマー事業

オレフィン・アロマ　　　

まとめ

～質疑応答～
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革進-Phase2 石化セグメント方針

石化セグメントは人財と技術開発を

ベースに、

　「集中事業のグローバル展開」と

「国内基盤事業の維持強化」

　によって利益の増大を図る。
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集中事業のグローバル展開

⇒ 成長するアジア市場で当社の強みを生かした展開

革進-Phase2 石化セグメント基本方針（1）

軟質系コンパウンド世界展開機能性樹脂

アジア新設1,4-BD / PTMG
国内外増設ポリカーボネート（PC）チェーン

国内外増設
コンパウンド４極体制確立

ポリプロピレン（PP）

アジア増設高純度テレフタル酸

投資候補集中事業

（事業性･タイミング等を勘案して選択）
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必要溜分に特化した増産
（プロピレン・ベンゼン）

狙い

原料の多様化

コンプレックス全体の
付加価値向上

施策

コンビナート他社との協業
（ex. 鹿島ハイドロカーボンPJ）

コンプレックス運営のトータル
生産最適化システム構築

新規オレフィン･アロマ製造
技術の開発

国内基盤事業の維持強化

⇒ 鹿島・水島をアジア有数の石化コンプレックスに

革進-Phase2 石化セグメント基本方針（2）
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内容

革進-Phase2 石化セグメント基本方針

石化セグメントの全体戦略

各事業の戦略とトピックス
ポリマー事業

モノマー事業

オレフィン・アロマ　　　

まとめ

～質疑応答～
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アジア市場での成長機会を追求する

急拡大を続ける巨大な「高成長市場」

W. Europe
2.1% AAGR
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2004 2010
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CIS/ E.Europe
8.6% AAGR
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Africa
3.9% AAGR
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South America
6.7% AAGR
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NAFTA
3.1% AAGR

0
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エチレン系誘導品の需要動向エチレン系誘導品の需要動向((エチレン換算エチレン換算))

出典： 経済産業省

Asia Pacific
4.8% AAGR

0

20

40

60

2004 2010

MTA
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日本市場では質的成長に注力する

世界でトップランナーのお客様が日本には沢山いる

技術的先進度
世界の乗用車生産台数

海外
メーカー

日本
メーカー

0

10

20

30

40

50

1999 2004

Units,
Millions

(出典: 世界自動車工業会)

経済規模・集積度

2005年  一人あたりGDP

0 10 20 30 40

日本

シンガポール

韓国

台湾

マレーシア

タイ

中国

インドネシア

フィリピン

インド

ベトナム

 (出典: IMF)                             千US$
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競争力源泉となる独自の強みは・・・

2コンビナートを核とした「事業資産」

お客様と共に進化しつづける
「技術力・マーケティング力」

先端技術･市場形成力で

世界を主導する「お客様」
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0

20

40
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80

100

0 20 40 60 80
エチレン積算能力　百万t/y

エチレン
キャッシュコスト

　$/T

中東からの脅威に対して

利用可能なエタンが
全て石化で利用されるケース

2コンビナートをアジア有数に強化

する事で、中東脅威やアジア成長
失速にも対応出来る

2コンビナートをアジア有数に強化

する事で、中東脅威やアジア成長
失速にも対応出来る

当社推定）

アジア･中東でのエチレン競争力

縮小

現ポジション

マージンマージン

強化後

2004 2010
中東 アジア諸国

2010以降

（悲観ケース）

需要
需要

市況

需要
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強みを生かし お客様とともに成長する

日本で培われたビジネスノウハウ・
技術を生かせる事業群をグロー
バルに展開

世界をリードするお客様からの
要望に応えて、幅広い製品群の
先進性を常にkeep

コスト競争力を更に強化して、
ベースとなる収益力を確保
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内容

革進-Phase2 石化セグメント基本方針

石化セグメントの全体戦略

各事業の戦略とトピックス
ポリマー事業

モノマー事業

オレフィン・アロマ　　　

まとめ

～質疑応答～
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ポリマー事業の位置付けと役割

当社石化の国内売上高の約60%がポリマー

ナフサ
灯軽油
etc.

C2
C3
C4
Bz
Xyl
：
：

モ
ノ
マ
ー

ポ
リ
マ
ー

お
客
様

国内における石化の事業領域

約200万t/y約380万t/y 約220万t/y

C2･C3：70万t/y

約170万t/y

Bz原料：25万t/y
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MCC独自の発想と技術で

世界の誰よりも早く　

お客様の先端ニーズに答え続け、

常に新たなステージへ進歩

MCC独自の発想と技術で

世界の誰よりも早く　

お客様の先端ニーズに答え続け、

常に新たなステージへ進歩

ポリマー事業の競争力源泉

技術・マーケティング力に
更に磨きをかけ

グローバル競争を
リードする

技術・マーケティング力技術・マーケティング力に
更に磨きをかけ

グローバル競争を
リードする

カスタマーラボ ； 四日市未来創造館

開発・サービス

お客様

ポリマー各事業

お客様の製品と当社技術の擦り合せ・共同開発

先端加工技術
先端評価技術 を提供・共有

先端材料設計技術
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当社が得意とするところ

日本の先端ニーズと共に歩む ・・・ 例えば、自動車分野

性能向上
量産技術

安全・騒音
排気技術

省エネ
軽量化

高性能化
多様化

安全・環境
モジュール化

1960 1970 1980 20001990

フロントエンドモジュール

インテークマニホールド

ウォータータンク

冷却ファン

ファンシュラウド

エアクリーナー

エアコンハウジング

各種コネクター

エアバッグカバー

エンジンカバー

燃料タンク
イグニッションコイルハウジング

燃料ポンプ

ワイヤハーネス
ワイヤハーネス用コネクター
難燃コルゲートチューブ

エンジンマウント

ドアモジュール

ルーフレール

ホイールカバー

ヘッドランプレンズ

フロントグリル

　ワイパー部品

ドアミラーハウジング

フェンダーライナー

　ピラーカバー

エンブレム

バンパー

貼り合せガラス

ウェザーストリップ

サンルーフ

ウィンドウ エアスポイラー

ハッチバックパネル

リアランプレンズ
ランプハウジング

ドアハンドル（アウター）
アンダーコート

サイドプロテクター

ランプハウジング

ドアミラーステイ

タイヤ材

フェンダー

　マッドガード

アンテナホルダー

リアアンダースポイラー

バンパアンダースポイラー

ホイール

シート

シートレバー
コンソールボックス

カーペット（フロアーマット）

トランクトリム
インナーミラー

ドアトリム表皮

インストルメンタルパネル

バックシート

ドアパネル内側

センターボックス

パワーウィンドウ部品

エアコン吹出口

カップホルダー

ステップ

ハンドル部品
レーザーマーク材

シフトレバー台座

天井材

インナーミラーステイ

カーテンフック

トランクマット

アームレスト

ドアハンドル（インナー）
シートベルト部品

防音シート

スピーカーボックス

内装部品

外装部品

機能部品
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0 5 10 15 20

開拓期 成長期 成熟期

市場規模

0

市場規模・収益

何故、先端ニーズにこだわるのか?  

市場参入が遅れるとピークを取り逃がす
⇒ 有望市場を誰よりも早く開拓する

収益A

ポリマーの収益力にはピークが存在する
⇒ 次世代の主力を確実に育てておく

収益B
遅い市場参入

年

ある商品の収益力
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レザー代替 硬質パイプ 窓枠・サイディング

押出・射出成型品 極薄・ラミネートフィルム 燃料タンク・メタロセンフィルム

押出・射出成型品 工業用品 バンパー・コンパウンド・発泡

フィルム ボトル 液晶フィルム

自動車ホイール エンジン部品 自動車外装

コネクター 電子部品 自動車コネクター

哺乳瓶 CD カメラボディー携帯電話 自動車外装

OA部品 自動車部品 耐熱食品包装 エアバッグカバ－

ラジオ 食品包装ラジカセ テレビ

家電 冷蔵庫 OA機器・ゲーム機 自動車外装

当社は次々と生まれる先端ニーズを掴み続ける

PVCPVC
PSPS
PEPE
PPPP
ABSABS
PETPET
PAPA
PBTPBT
PCPC

1960 1970 1980 200019901950

GSGS--PlaPla（（植物由来）植物由来）

『素材・製品の新陳代謝』を見据える

機能性樹脂（軟質系コンパウンド）機能性樹脂（軟質系コンパウンド）
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PPPP

1970 1980 20001990

国内生産規模と先端ニーズの変遷

PCPC

BOPP

自動車インパネ

自動車ヘッドライトレンズ
コンピューター筺体

自動車テールランプレンズ

合成紙 医療シリンジ
エコロシート

眼鏡レンズ

携帯電話筺体CD
ポータブルパソコン筺体

BC8バンパー
インパネTPOバンパー

多層バリアシート

EPP(ビーズ発泡）

自動車用発泡トリム

DVD

自動車（ガラス代替）

不織布 TSOP
高透明シート

CCMキャップ

コンパウンド本格化400万t/y

40万t/y

ニーズは変化する
市場は伸びる

ニーズは変化する
市場は伸びる



20

個々のポリマー事業強化 『事業再編』

ヴイテックPVC

PE

ABS

20062004200220001998

三菱化学

1996

日本ポリエチレン

日本ポリプロ

日本ポリケム

PSジャパンA&Mスチレン

PP

三菱化学

PS

東燃化学

東亞合成

JPO

チッソ

旭化成
出光石油化学

JSR カネカ

テクノポリマー

34%

33%

44%

33%

国内能力
シェア

国内能力
シェア

14%
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合理化
設備統廃合
プライスリーダーシップ

合理化
設備統廃合
プライスリーダーシップ

『事業再編』で良い結果が出て来ている

-100

0

100

200

300

2000 2001 2002 2003 2004 2005

ポリマー事業の連結営業利益の推移
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体質強化の次ステップとして、革進-Phase2で投資決定

PP鹿島30万t新系列増設

黒崎・中国PCチェーン計画

自動車用コンパウンド 世界展開強化

PPコンパウンド自社展開（EM社の持分買取）

機能性樹脂（軟質系コンパウンド） 米国拠点増強

個々のポリマー事業強化 『成長への投資』

『個々のポリマー事業強化』は今後も継続
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"スタンドアローン"から、「ネットワーク」へ"スタンドアローン"から、「ネットワーク」「ネットワーク」へ

ポリマー事業戦略は次のステージへ

従来 今後

"単眼"から、「複眼」へ"単眼"から、「複眼」「複眼」へ

個々のポリマー事業強化個々のポリマー事業強化

ポリマー事業の総合力ポリマー事業の総合力ポリマー事業の総合力

ポリマー本部設置



24

time

複合製品・技術を
パッケージ提案し
付加価値創造

お客さまにとってより魅力的になる為に・・・

ニーズ吸収と
技術研鑚のサイクル
を強化する仕組み

強い個々の事業強い個々の事業

output

カスタマーラボ

内側PP

内側PP/LGF
PPE/PA

PC
Coating

ゴム

材料代替サイクルを
Gr内で吸収する

仕組み

例）ABS→PP
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事業拡大への期待

シート

シートレバー
コンソールボックス

カーペット（フロアーマット）

トランクトリム
インナーミラー

ドアトリム表皮

インストルメンタルパネル

バックシート

ドアパネル内側

センターボックス

パワーウィンドウ部品

エアコン吹出口

カップホルダー

ステップ

ハンドル部品
レーザーマーク材

シフトレバー台座

天井材

インナーミラーステイ

カーテンフック

トランクマット

アームレスト

ドアハンドル（インナー）
シートベルト部品

防音シート

スピーカーボックス

フロントエンドモジュール

インテークマニホールド

ウォータータンク

冷却ファン

ファンシュラウド

エアクリーナー

エアコンハウジング

各種コネクター

エアバッグカバー

エンジンカバー

燃料タンク
イグニッションコイルハウジング

燃料ポンプ

ワイヤハーネス
ワイヤハーネス用コネクター
難燃コルゲートチューブ

エンジンマウント

ドアモジュール

ルーフレール

ホイールカバー

ヘッドランプレンズ

フロントグリル

　ワイパー部品

ドアミラーハウジング

フェンダーライナー

　ピラーカバー

エンブレム

バンパー

貼り合せガラス

ウェザーストリップ

サンルーフ

ウィンドウ エアスポイラー

ハッチバックパネル

リアランプレンズ
ランプハウジング

ドアハンドル（アウター）
アンダーコート

サイドプロテクター

ランプハウジング

ドアミラーステイ

タイヤ材

フェンダー

　マッドガード

アンテナホルダー

リアアンダースポイラー

バンパアンダースポイラー

ホイール

オイルフィルター

バッテリーケース/電解液

ECU

触媒コンバーター

キャニスター吸着剤

エンジンブロック

電池

NOx処理
ブレーキ材

プロペラシャフト

例えば、自動車分野の売上見通し

0
500

1,000
1,500
2,000
2,500
3,000
3,500
4,000
4,500 その他新規開発品

その他既存製品

電池材料

新規ポリマー

既存ポリマー

2004 2010 2015

（億円）
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事業体質強化の為、自社技術
の大型系列を建設

ポリマー事業 革進-Phase2 戦略投資案件

PPコンパウンド戦略の一元化

世界4極体制を早期確立

自動車向け軟質系コンパウンド
の旺盛な需要に対応して、1ラ
イン増強

機能性樹脂 米国拠点増強

PP鹿島30万t新系列増設

MYTEX社 100%化

黒崎・中国PCチェーン計画

コスト競争力・低環境負荷・
高品質を備えた最新の自社
技術を採用

MEP社の販売力･技術力を生か
しアジアでの圧倒的No.1を狙う

北九州・黒崎
PC ： 6万t/y
DPC ：10万t/y
MCC
（投資決定）

華北・北京
PC ： 6万t/y
BPA ：10万t/y
SINOPEC JV
（両者でFS中）

MEP：三菱エンジニアリングプラスチックス
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　ポリプロピレン　ポリプロピレン　　PCPCチェーンチェーン

Phase1 Phase2 ポストPhase2

技術の実証 大型化実証

＜6万トン＞ ＜20万トン＞

規模拡大

溶融法技術の深化

低コスト・低
環境負荷

ポリマー事業 次のステージへ

PCチェーン

溶融法技術の深化で、更なるコスト削減・環境負荷低減へ

ポリプロピレン
自動車用PPコンパウンドのグローバルプレゼンス拡大へ

シェア：10%弱 目標：15%
自動車用PPコンパウンド世界市場

＜2005年＞ ＜2015年＞
280万トン 400万トン

グローバル材の供給を基軸に
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内容

革進-Phase2 石化セグメント基本方針

石化セグメントの全体戦略

各事業の戦略とトピックス
ポリマー事業

モノマー事業

オレフィン・アロマ　　　

まとめ

～質疑応答～
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当社の石油化学事業展開

エチル
ベンゼン

酸化
エチレン

エチレン
グリコール

ﾌｪﾉｰﾙ
ｱｾﾄﾝ

ﾃﾚﾌﾀﾙ酸 PET

マレイン酸

塩ビ
モノマー

カプロ
ラクタム

エチレン

ﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ

芳香族

ナフサ 分解炉

Ｃ４溜分

アクリロ
ニトリル

PX

αオレフィン

塩ビ

アクリル酸

２エチル
ﾍｷｻﾉｰﾙ

高吸水性
樹脂

ABS

ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ

ﾎﾟﾘｱｸﾘﾙ
ｱﾏｲﾄﾞ

６ナイロン

高級ｱﾙｺｰﾙ

ブチル
アルデヒド

ﾎﾟﾘｶｰ
ﾎﾞﾈｰﾄ

PBT

MIBK

ﾋﾞｽ
ﾌｪﾉｰﾙA

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ

ＰＰ
機能性樹脂

スチレン
モノマー

ｴﾄｷｼﾚｰﾄ

ｷｭﾒﾝ

アクリル酸
エステル

ブチル
アルコール

ブタン
ジオール

ﾃﾄﾗハイドロ
フラン PTMG

GBL NMP

アクリル
アマイド

エチル
ベンゼン

酸化
エチレン

エチレン
グリコール

ﾌｪﾉｰﾙ
ｱｾﾄﾝ

ﾃﾚﾌﾀﾙ酸 PET
マレイン酸

塩ビ
モノマー

カプロ
ラクタム

エチレン

プロピレン

BTX

ナフサ 分解炉

Ｃ４溜分

アクリロ
ニトリル

PX

αオレフィン

PVC

アクリル酸

2エチル
ﾍｷｻﾉｰﾙ

SAP

ABS

PS

PAAM

PA

高級ｱﾙｺｰﾙ

ブチル
アルデヒド

PC

PBT

MIBK
ビス

ﾌｪﾉｰﾙA

PE

PP
機能性樹脂

スチレン
モノマー

ｴﾄｷｼﾚｰﾄ

ｷｭﾒﾝ

アクリル酸
エステル

ブチル
アルコール

ブタン
ジオール

ﾃﾄﾗハイドロ
フラン PTMG

GBL NMP

アクリル
アマイド

世界トップに伍するプロセス・触媒・コストダウン技術

モノマー事業の技術力

… 自社保有技術製品名
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モノマー事業の海外展開

トップクラス技術と事業展開力を背景に、伸びる需要
に対応してグローバルに拡大

アクリル酸

エチレングリコール

ブタンジオール

テレフタル酸

ブタンジオール

テレフタル酸

テレフタル酸

エチレン
グリコール

テレフタル酸
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1990 1995 2000 2005 2010

-30

-20

-10

0

10

20

30

40

50

テレフタル酸の事業戦略

需要成長地域（アジア）での事業拡大需要成長地域（アジア）での事業拡大

アジア需要は
8%成長

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

当社能力

百万t/年

アジア需要量

百万t/年

200kt/系列

300kt/系列

350kt/系列

600kt/系列

800kt/系列

中国

韓国

インド

インドネシア

圧倒的世界一技術（建設費・変動費・品質）の確立
技術ライセンスも視野に

当社の大型化技術の変遷

日本
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1,4-BD～PTMGチェーンの事業戦略

自社技術による一貫生産と
ダウンストリームのマーケティング力で

成長するアジアNo.1に

原料
ブタジエン

1,4-BD
（１４ブタン
ジオール）

THF
（テトラ

ハイドロフラン）

PBT

PTMG

お客様の
厳しい品質要求

家電部品

自動車部品

伸縮性繊維

ウレタン

伸びるアジアで
事業拡大

1997 2000 2003 2006 2009
-
100

200
300

400
500

600
700

800
900

BD+THF需要と当社ｼｪｱ（06年）

アジアの
成長は8%
以上

Ａ社 当社
Ｂ社 その他

•触媒技術 ⇒ 低コスト

•ブタジエン原料法 ⇒ 安定性

•PBT連続重合 ⇒ 低コスト

自社技術の
一貫チェーン展開
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環境変化に対応した事業の選別

革進-Phase1･2を通じた諸施策

新日本フェノール・ビスフェノール

テレフタル酸（松山）

インタック社（不凍液事業）保有株式売却

ダイヤニトリックス社（AN・AAM）　　　　　　　　　（部分）

メラミン

事業撤退

ドバノール（高級アルコール）

無水フタル酸

カプロラクタム

系列停止

ユカセラヤ社（SM）

ソフトアルキルベンゼン
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インドⅡ期　
＜80万トン＞

中国Ⅰ期
＜60万トン＞

次世代技術
＜100万トン＞

　テレフタル酸　テレフタル酸 　　1,1,44--BDBD～～PTMGPTMGチェーンチェーン

モノマー事業 次のステージへ

テレフタル酸

世界トップの次世代技術で更なる事業拡大へ

1,4-BD～PTMGチェーン

新プロセス・新触媒でアジアでの成長拡大

1997 2000 2003 2006 2009
-
100

200
300

400
500

600
700

800
900

BD+THFアジア需要

新プロセス
新触媒

新プロセス
新触媒

8%成長の

アジアで
シェア拡大
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内容

革進-Phase2 石化セグメント基本方針

石化セグメントの全体戦略

各事業の戦略とトピックス
ポリマー事業

モノマー事業

オレフィン・アロマ　　　

まとめ

～質疑応答～
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国内事業の特徴は、一貫したサプライチェーン

産業分野の様々なニーズに対して、多様な製品を安定供給する
事で、国内をトータルにサポート

ナフサ
灯軽油
etc.

C2
C3
C4
Bz
Xyl
：
：

モ
ノ
マ
ー

ポ
リ
マ
ー

お
客
様約200万t/y約380万t/y 約290万t/y 約170万t/y

モノマーやポリマーの基盤であるオレフィン・アロマセンターを
たゆまず強化する

C2･C3：70万t/y

Bz原料：25万t/y
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安価原料調達安価原料調達

留分の付加価値
向上

留分の付加価値
向上

省エネルギー省エネルギー

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

誘導品の成長に即した
原料自製能力の増強

誘導品の成長に即した
原料自製能力の増強

オレフィンアロマセンターの強化策

RINGによるコンビナート
全体の競争力強化

（1,2,3期全てに参画）

鹿島石油との連携強化
(KHC；第1弾＝鹿島新社)

水島・鹿島最新鋭炉増強

新規OA製造技術の開発
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第3期RING（石油精製高度機能融合技術開発）

軽質ナフサ （石化）オレフィン原料等

（石精）ガソリン原料等重質ナフサ

天然ガス

ガス田
コンデンセート

鹿島地区

三菱化学・JSR
鹿島石油・鹿島アロマティックス

水島地区

三菱化学・旭化成・山陽石油化学

新日本石油 ・ジャパンエナジー

千葉地区

出光興産・コスモ石油・極東石油工業・三井化学
住友化学・丸善石油化学・大陽日酸
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◆コンビナート原料多様化最適供給技術開発（水島地区）

エチレン

プロピレン

その他
石化製品

原油

その他製品

石油精製

芳香族生産

ガソリン

石油化学

コンビナートの石油・石化原料多様化、ベストミックスのため、新たにコンデンセートを精製処理し、
ナフサやガスオイル等のエチレンクラッカー原料および芳香族生産のための改質装置原料を高効
率で安定的に製造し、最適供給する技術を開発する。併せて、コンビナート全体最適化のための効
果的な留分活用の研究･開発を行う。

エ
チ
レ
ン
ク
ラ
ッ
カ
ー

エ
チ
レ
ン
セ
ン
タ
ー

ナフサ

輸入ナフサ

石油コークス

分解残油常
圧
蒸
留

分解装置

改質装置

コンデンセート

軽質ナフサ

重質ナフサ

灯軽油

脱
硫
装
置

ス
プ
リ
ッ
タ
ー

分解残油活用

一括脱硫技術

石化分解原料最適化石油・石化操業
一体化システム

脱硫重質ナフサ

最
適
化

脱硫ガスオイル

脱硫軽質ナフサ

出典） RING
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◆石油・石化原料統合効率生産技術開発（鹿島地区）

エチレン

プロピレン

その他
石化製品

コンデンセート

輸入ナフサ

原油

ブ
レ
ン
ド

ス
プ
リ
ッ
タ
ー

連
続
蒸
留

一
括
脱
硫

Ｃ５留分

軽質ナフサ

芳香族生産

その他製品

ガソリン

石油精製 石油化学

石油・石化製品の効率的な統合生産に向けて、原料多様化の一環として処理するコンデンセートか
らのナフサおよび石化留分を一括して脱硫し、石油精製における芳香族生産、ガソリン基材生産、
および石油化学におけるエチレン、プロピレン生産の原料となるナフサ留分を効率的に連続蒸留に
より最適分離・供給する一連の技術の開発を行う。

軽質ナフサ

重質ナフサ

精
製
設
備

常
圧
蒸
留

エ
チ
レ
ン
セ
ン
タ
ー

ナフサ

原料多様化
石化原料

最適ブレンド

原料統合処理最適化

副生成物有効活用

飽和化処理

統合運営

イソプレン

イ
ソ
プ
レ
ン

出典） RING
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鹿島ハイドロカーボンセンター (KHC)

灯軽油

重油

ガソリン

会社の垣根をなくして見ると・・・鹿島ハイドロカーボンセンター構想

新社設立（第一弾）
［コンデンセートから軽質ナフサ・アロマ製品生産］

ジャパンエナジー・三菱化学；2007年末完成

石油精製
プラント

PX
プラント

オレフィン
プラント

BTX
プラント

誘導品
プラント

C2･C3

Bz

PX

留分融通

全体最適化
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原料多様化・プロピレン増産

入手容易な原料の拡大
（重質ナフサ・灯軽油等）

入手容易な原料の拡大
（重質ナフサ・灯軽油等）

完成した鹿島新炉

鹿島・水島
オレフィンセンター

分解炉増強
鹿島 2006年1月稼動
水島 2008年初頭完成

分解マイルド化により
プロピレン増産

分解マイルド化により
プロピレン増産

コストダウン
原料自製能力増強
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オレフィン・アロマ 次のステージへ

コンビナート連携（石油精製・石油化学・精密化学）の
強化

20

40

60

80

100

エチレン積算能力

エチレンコスト
　$/T

当社推定）

2010以降

（悲観ケース）

中東 アジア諸国

現ポジション

需要

強化後
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内容

革進-Phase2 石化セグメント基本方針

石化セグメントの全体戦略

各事業の戦略とトピックス
ポリマー事業

モノマー事業

オレフィン・アロマ　　　

まとめ

～質疑応答～
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革進-Phase2 営業利益目標

309
実績
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200
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380
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350
予想

2006

460
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FY
2
0
0
2

A B C D E F G H I J K L M N O P

営業利益

FY
2
0
0
2

FY
2
0
0
5

A B C D E F G H I J K L M N O P

営業利益

個々の事業強化への取り組み

各事業別営業利益の変化(2002 2005年度)

SM事業

ユカセラヤ今期対処予定

利益幅の拡大利益幅の拡大

赤字事業の削減赤字事業の削減

能力増強
合理化
設備統廃合
事業再編

能力増強
合理化
設備統廃合
事業再編



47

革進-Phase2 期間中の投資配分と稼動時期
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1750

2005 2006 2007 2008 2009 2010

(億円)

PP鹿島30万t増設

黒崎PCチェーン増設

水島分解炉増強

鹿島分解炉増強

テレフタル酸中国

テレフタル酸インド2期

Phase1案件
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集中事業のグローバル展開集中事業のグローバル展開

事業基盤の維持･強化事業基盤の維持･強化

PPPCチェーン

1,4-BD・PTMG

先端ニーズ

お客様との信頼関係
安定収益

投資資源

PTA

新集中事業

石化セグメント戦略のまとめ

石化コンプレックス

基盤技術

ポリマー総合力

マーケティング力

機能性樹脂
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本説明会および本資料における見通しは、現時点で入手可能な情報に

より当社が判断したものです。実際の業績は様々なリスク要因や不確

実な要素により、上記業績予想と大きく異なる可能性があります。当社

グループは石化製品、炭素・無機製品、情報電子関連製品、医薬品、

樹脂加工品等、非常に多岐に亘る事業を行っており、その業績は国内

外の需要、為替、ナフサ・原油等の原燃料価格や調達数量、製品市況

の動向、技術革新のスピード、薬価改定、製造物責任、訴訟、法規制

等によって影響を受ける可能性があります。但し、業績に影響を及ぼす

要素はこれらに限定されるものではありません。




